
国立科学博物館で

人類学を楽しもう！人類学を楽しもう！
人類学を学ぶための科博（非公式）ガイドマップ

(1) 食生活と人類の進化 (4) 頭蓋骨をよく知ろう!
(2) ヒトの成長と繁殖の特徴 (5) 食べ物と頭蓋骨の形

(3) ヒトは道具を使う動物 (6) ヒトの社会性の進化

監修：米田穣（日本人類学会人類学教育普及委員会）
協力：国立科学博物館人類研究部
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（監修者より）

この冊子は、お子さんや生徒さんをつれた親御さんや引率の先生のための、上野
にある国立科学博物館をより一層楽しむために作成した非公式ガイドブックです。
テーマは、「ヒト」。私たち自身のことを生物学的に研究している「自然人類学」の視
点で展示を読み解くと、こんなに色々と面白い話読み解くことができるのです！ヒト
は様々特徴をもつ生物ですので、異なる切り口から眺めてみると、そのユニークさ
が引き立ちます。

ここでは、６つの切り口からヒトの特徴を考えてみることを提案しています。東京大
学生物科学専攻で人類学を勉強する学部生が中心となって、各自が考えたヒトの
重要な特徴から、科博の展示を読み解くことを試みた成果です。

もちろん、今回取り上げたもの以外にも、ヒトには様々な特徴があります。皆さんも、
ヒトと他の動物が違うところは何か、ヒトと他の動物で共通のところは何か、を考えて
みて下さい。「自分だったら、こんなテーマでガイドマップをつくりたい！」というアイ
デアがひらめいたら、ぜひぜひ作ってみて下さい。そして、私たちにも見せてもらえ
れば嬉しいです。

もしもヒトの生物学的側面について分からないことがあったら、日本人類学会と、
人類学教育普及委員会のウェッブページを尋ねてみて下さい。きっと、新しい発見
があると思います。さらに勉強するための参考書を紹介しています。

国立科学博物館人類研究部の皆様には、原案に対するコメントをはじめ多大なる
協力をいただきました。また上野本館での様々な便宜をたまわりました国立科学博
物館事業推進部の岩崎誠司氏にも謝意を表します。また、科博ボランティアガイド
の小金淵佳江氏にも有意義なご意見をいただきました。

ガイドマップの原案・作成については、下記が担当しました。

米田穣 「食生活と人類の進化」・監修

蔦谷匠 「ヒトの成長と繁殖の特徴」

吉田健朗 「ヒトは道具を使う動物」

中川雄大 「頭蓋骨をよく知ろう! 」
森田理恵子 「食べ物と頭蓋骨の形」

狩野竜示 「ヒトの社会性の進化」

全ての誤りは監修者に帰するものです。お気づきの際はお知らせ下さい。

2010年10月
国立科学博物館HP:
日本人類学会HP：




